
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

博士後期課程の履修方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．専攻及びコース
	専　攻　名
	コース
	分　　野

	工　学
	物質生産工学
	応用化学，機械工学，電気電子工学

	
	環境工学
	建築学，情報工学


２．科目区分及び単位（授業科目の開講については，ＨＰ「博士後期課程のカリキュラム」を参照）
	科　目　区　分
	単　　位
	必修・選択の別

	俯瞰力養成セミナー
	２単位
	選択必修＊

	講　　　　　義
	１～２

単位
	選　　択

	国際実践演習
	２単位
	選択必修★

	プロジェクト演習
	２単位
	必　　修

	実習Ｉ
	２単位
	選　　択

	実習Ⅱ
	２単位
	選　　択

	実　　 習 　　Ⅲ
	２単位
	選　　択

	キャリアパス設計
	２単位
	選択必修＊


＊社会人学生については，選択科目とする。
★外国人留学生については，選択科目とする。
（注）実習Ｉ･Ⅱ･Ⅲについては，それぞれコース名（物質生産工学，環境工学）を冠する。
　　
（１）単位の基準
各授業科目の単位は，原則として次の基準によって計算する。
1 講義及び演習「プロジェクト演習，国際実践演習，俯瞰力養成セミナー，キャリアパス設計（以下この４科目を「演習等」という。）」は，１５時間の授業をもって１単位とする。
②　実習は，３０時間の授業をもって１単位とする。
３．教育内容及び履修方法
（１）教育内容
①　特別研究：単位なし
学位論文のための研究の一環として，指導教員の指導の下に，新規な物質の開発と生産技術及びシステム化に関するこれまでの研究例やエネルギー，環境設計及び環境情報の観点から環境に関するこれまでの研究例を調ベ，解決を迫られている先端的な研究課題を選ぶとともに，これらを明らかにするための特別研究計画を作成し，実施する。
②　講義：２単位
総合的基礎学力を養成するために，専門分野及び関連分野の教員による講義を行う。講義は，
工学研究科ＨＰ博士後期課程のカリキュラムの中から，主指導教員と相談のうえ選択し，一般学生は４単位以上，社会人学生は８単位以上，及び外国人留学生は６単位以上（詳細は9. 修了要件及び学位（１）修了要件に記載）を修得する。
③　俯瞰力養成セミナー：２単位

　　社会情勢の変化に鑑み，広い視野と専門性を備えた高度専門職業人（イノベーション博士人材）

の養成のため，主専門領域以外の分野のセミナーを受講する。
④　国際実践演習：２単位
　　外国語論文ライティング，リーディング，およびプレゼンテーション指導，オンラインジャーナルの活用法等について，演習を行う。
⑤　プロジェクト演習：２単位
　　産学官等における研究開発プロジェクトを演習題材として，創成能力，企画提案力，マネージメント力，コミュニケーション能力・協調性，リーダーシップを身につけるための基礎能力を修得する。
6  キャリアパス設計：２単位
博士後期課程の全学生に対して，博士人材に対する企業等のニーズを認識することのできる特　

　　　別講義，知的財産に関する特別講義により，産業界や国際および国内社会等が期待する大学院教

育に対する認識を深め，学生が将来のキャリアパスを描くことを目的とする。
7  実習Ｉ：２単位
実際の問題や課題に対する問題解決能力や実践的能力を身に付けるために，本学産学官連携推進機構あるいは公設及び民間の研究機関等において，指導教員の指導のもとに一定期間所属講座に関連する専門分野の研究開発業務に従事する。
⑧　実習Ⅱ：２単位
実際の問題や課題に対する問題解決能力や実践的能力を身に付けるために，本学産学官連携推進機構あるいは公設及び民間の研究機関等において，指導教員の指導のもとに一定期間博士論文のテーマに直接関連する専門分野の研究開発業務に従事する。
⑨　実習Ⅲ：２単位
企業における様々な技術課題を解決する実践的能力を養成するために，指導教員の指導のもとに地域企業等の長期インターンシップを含む共同研究の場において一定期間企業等の技術課題に関連する研究開発業務に従事する。
（２）履修方法
所定の期間内に学位の取得ができるように，別添「履修モデル」に基づいて履修指導や研究指導が行われる。
４．履修手続
学生は，下記により手続きを行う。
（１）「履修計画書」の提出
毎年４月末（秋季入学者は１０月末）までに，主指導教員と相談し，当該年度に履修しようとする１年間の授業科目（講義科目，演習等科目，実習科目）及び特別研究題目を「履修計画書（様式２）」に記載し学務係に提出する。併せて授業担当教員と面談して受講の申込と授業実施に関する打ち合わせを行う。
なお，演習等科目及び実習科目を履修する場合は，履修計画書に別途「演習等計画書（様式３）」又は「実習計画書（様式５）」を添付しなければならない。
５．研究指導
複数の指導教員（主指導教員と２名以上の副指導教員）からなる研究指導教員チーム制により研究指導を行う。指導教員チームでは，所定の期間内に学位が取得できるように詳細な研究計画を策定し，履修や研究の進捗状況を定期的にチェックする。
６．研究の進め方
大学院生が指導教員チームの研究（プロジェクト研究）に加わり，必要な分担をすることによって博士後期課程の特別研究を遂行する。特別研究の進捗状況を所定の研究会に出席して報告し，口頭試問を適宜受ける。これは，専門分野における深い研究能力はもちろんのこと，将来，研究指導者の素養として必須となるブロジェクトの進め方や管理法を実地に身に付けるためのものである。プロジェクト研究の形態としては，次のものを用意する。
1 本研究科内で研究指導教員チームが中心となって組織するプロジェクト研究

2 本研究科と研究機関や企業等との各種共同プロジェクト研究
3 大分大学産学官連携推進機構で行われる地域産業との各種プロジェクト研究

　　　　　　　　　　　　　
７．試験及び単位認定
（１）試験
①　試験は，定期試験及び追試験とする。
②　定期試験は，授業の終了する学期末にあらかじめ期間を定めて実施する。ただし，授業科目によっては，その他の時期に行うことがある。
③　試験は，履修計画書により履修した授業科目についてのみ，受験をすることができる。
（２）追試験
①　疾病その他やむを得ない理由により，受験できなかった者に対して，願い出により追試験を許可することがある。
（３）評価及び単位認定
①　講義，演習等及び実習の成績は，優（１００～８０），良（７９～７０），可（６９～６０），不可（５９以下）の評価をもって表し，可以上を合格とする。
②　講義，演習等及び実習は，成績が可以上の場合に単位を認可する。
（４）試験の結果通知
①　試験の結果は，各学期末に，成績証明書等により通知する。
８．研究成果報告書の提出
　学生の研究状況を把握し，今後の研究指導に役立てるため，毎年度，４月末（秋季入学者は１０月末）までに前年度までの研究の成果（学会誌発表論文，口答発表，講演，特許等）を「研究成果報告書（様式８）」により提出する。
　なお，この報告書は，本研究科に入学してからの研究状況が分かるように記載するものとする。
９．修了要件及び学位
（１）修了要件
本研究科博士後期課程に，３年以上在学し，
一般学生は，講義４単位（うち４単位までを実習の単位で換えることができる。）以上，俯瞰力養成セミナー，国際実践演習，プロジェクト演習及びキャリアパス設計の合計１２単位以上、
社会人学生は，講義８単位（うち４単位までを実習の単位で換えることができる。）以上，国際実践演習，プロジェクト演習の合計１２単位以上、
外国人留学生は，講義６単位（うち４単位までを実習の単位で換えることができる。）以上，俯瞰力養成セミナー，プロジェクト演習及びキャリアパス設計の合計１２単位以上を修得し，
	
	講義
	プロジェクト

演　習
	国際実践

演　習
	俯瞰力養成

セミナー
	キャリアパス
設　計
	合計（単位）

	一般学生
	４
	２
	２
	２
	２
	１２

	社会人学生
	８
	２
	２
	
	
	１２

	留学生
	６
	２
	
	２
	２
	１２


かつ，必要な研究指導を受けたうえ，研究科委員会の行う博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。
ただし，優れた研究業績を上げた者については，在学期間の短縮が認められることがある。
　（２）学位
博士課程を修了した者には，博士（工学）の学位を授与する。
①　学位論文の審査
博士後期課程の学位論文の審査は，主査１名，副査３名以上で構成される審査委員会で行う。
　　②　最終試験
所定の単位を修得した者で，学位論文の審査を修了した後，学位論文を中心としてこれに関連ある科目について口述又は筆答によって行う。
参考規則等

（履修関係）

・大分大学大学院工学研究科規程
・大分大学工学研究科内規
（学位審査関係）

・大分大学学位規程
・博士後期課程学位論文の審査等に関する取扱内規
・課程博士の学位論文審査に関する申合せ
・課程博士学位論文の審査プロセス・日程
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